
●「教える」とは、希望を語ること。「学ぶ」とは、誠実を胸に刻むこと。（ルイ・アラゴン） 
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 （近藤 明） 

 

熊本県に工場を開いた台湾の半導体企業「TSMC」

に対し、政府は最大 1兆 2000億円の補助金を投入

すると表明した。国民の負担は単純計算で1人1万

円、児童手当の高校までの拡充に必要な予算（約 1

兆 5000 億円）に迫る大きな額。「巨額補助が常態

化してしまうことに強い懸念を持っている」と政府

内から異論も出ている。熊本県の 2024 年度予算は、

７７００億円、政府の中小企業対策費は１６９３億

円で実に7倍もの予算投入。 

経産省の責任者が語る“補助金の意義？？ 

経済産業省商務情報政策局 野原諭局長は「コロ

ナの時代に半導体が不足して、自動車の生産も止ま

った。各国の誘致競争の中で、日本に投資を集めるためには一定額の支援がいるのが現実」と語る。1980 年代後半、日

米貿易摩擦で、アメリカは特に日本のシェアが高かった半導体に輸出や価格を 10年にわたって厳しく規制。失われた 30

年で、日本企業が投資を減らしたことも重なり、シェアを失いこの分野で失速を余儀なくされた。 

又、「（日本の半導体は）苦闘の歴史を刻むわけですが、これを機にもう1回、日本の半導体産業の復活の端緒としたい」

（斎藤健 経済産業大臣）アメリカ言いなりで「失われた30年」は他人事である。この大臣はどこの国の人でしょうか。 

政府はこの他、次世代半導体の国産化を目指すラピダスへの助成を含めて、総額4兆円もの予算を確保している。 

【日本政府の半導体補助金】 

▼北海道 ラピダス 最大3300億円 ／▼岩手県・三重県 キオクシア 米・ウエスタン・デジタル 最大2429億円 

▼宮城県 台湾・PSMC 補助金未定／   ▼広島県 米・マイクロン・テクノロジー 最大2385億円 

▼熊本県 台湾・TSMC 最大1兆2080億円    ／▼宮崎県 東芝 ローム 最大1294億円 

 

強い懸念～投資に見合った効果は得られるのか？～ 

「半導体産業への巨額補助は本当に異例のこと。これが常態化してしまうことに強い懸念を持っている」（政府関係者） 

日本の政府が投資する 1兆 2000億円という巨額な数字、これは半導体が他よりも何よりも“最重要資源”であると位置

づけているからであって、石油と同じ“戦略物資”と捉え「半導体を制したものが世界を制す」という考え方である。 

元東芝の東京大学大学院教授の黒田忠広氏は「石油でオイルショックが起きたように、半導体も自国に工場がないと経

済が麻痺する」というが、食料自給率３０％台はどうなのか。食べるものがない国で、半導体が食料になるわけもない。

年間の出生者数 75.8 万人と過去最低を記録するこの現実はどうするつもりなのか。結局、目先のトヨタなどの自動車産

業やSONYなどの電子産業・大企業の言いなりである。 

民間企業に巨額の補助が行われるわけだが、投資効果の検証・監察・説明など不透明な手法だけが目立つ。「異次元の

子育て支援」はどこへ消えたのだろう。                                       
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